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超高齢社会となった我が国では，歯の喪失によるQOL低下を防ぐ能力に優れた治療オプ

ションであるインプラントの需要が今後ますます増加すると予測される．そのためには，
埋入されたインプラント体を口腔内で健全な状態で長く機能させ続けることが重要である．
現在までもインプラントの材質や形状，表面改質に関して数多くの研究がなされており，
治療期間を短縮するために骨結合性を高め，感染リスクを低下させるために上皮組織や結
合組織への接着性を向上させることが目指されてきた．特に骨結合性を高めるための表面
改質の研究は進んでおり，開発当時は機械研磨面であったインプラント表面が，現在では
サンドブラストと酸エッチングの併用や，陽極酸化処理による微小粗造面が主流となって，
優れた臨床成績を残している（van Velzen et al., 2015; Karl et al., 2017）． 
一方で上皮組織は結合組織や骨組織と異

なり，粗造面への接着性が著しく低い
（Atsuta et al., 2014）．そのため，何らかの
原因で周囲の骨が吸収すると，骨結合性を
高めるはずの粗造面は，上皮組織の接着が
得られないまま口腔内に露出し，プラーク
を容易に付着させ，インプラント周囲炎を
惹起する（Hosseinpour et al., 2021）という問題がある．これに対しては，左図のように上

皮への接着性と骨や結合組織への接着性
を同時に高めたインプラント表面が求め
られるようになっている．研究レベルで
はカルシウム水熱処理法など，骨組織は
もちろん，上皮組織，結合組織にも効果
のある表面改質が実験的に報告されてい

るものの（Narimatsu et al., 2019; Sakamoto et al., 

2019），製品化にまでは至っていないのが課題である． 
現在のところすべての組織に効果的に接着性を高
めたインプラント表面は存在しない．また，部位に
分けて適切な表面改質を行っても，目的とした組織
に接するように埋入位置を調節するのは困難である．
そこで右図のようにインプラントが周囲組織を誘導
し，目的の組織を形成させるという新たな研究も考
えられている．今までの インプラントのための再生

 

 

 



治療から，インプラントを起点とした再生治療へと変化させる試みである． 
このようにインプラント表面改質に関しては，すでに歯科以外の分野からも注目され，再
生と絡めた研究も進んでいる．再生の核となる表面改質に関する研究は，歯科だけに留ま
らず，医療全体へと恩恵をもたらすものであり，新しいバイオエンジニアリングとしてさ
らなる発展が期待される． 
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